
 
         平成 26 年度中間業務・会計監査会議議事録 
 
日 時：平成 26年 11 月 6日（木）18時 30 分～19：00 分 
会 場：技師会事務所 
出席者：会 長：岡本由美 
    副会長：木村泰治・河口勝憲・黒川幸徳 
    総務担当：藤岡克徳・植本美佐夫・前田敦子・福島明徳・岩崎 学・櫻井博重 
         中原貴子・森岡知子 
    学術担当：高津昌吾・中川裕美・佐藤達郎・鳥越道弘 
    渉外担当：小林尚子 
    監 事 ：岡田 健・間嶋秀伎 
    事務職員：山本芳枝 
書 記：岩崎 学・○栗谷純子 
議事録署名人：藤岡克徳・前田敦子 
 
Ⅰ．平成 26 年度中間監査・業務監査 
 平成 26年度事業計画案を踏まえて、以下の報告が行われた。 
１．事業計画案について（岡本） 

本会設立 60 周年、一般社団法人への移行を完了して新たな活動の年度になる。 
  日臨技学術組織の改変 6部門から９部門構成となる、当会も日臨技同様の組織体制に 

  変更したい。 

   日臨技推進の検査説明のできる検査技師育成・検体採取の拡大などの研修体制に対

応して行きたい。 

   講習会・研修会・技術講習会・新人研修会などの会員相互の理解を深める各種事業 

  は、継続して開催したい。 

   市民対象の講演会・健康展の実施、地域での健康イベントへの参加をしたい。 

   検査室制度保証施設認証取得の啓発と取得を促したい 

   ホームページの充実、情報発信など市民へ臨床検査・臨床検査技師の認知度を高め

たい。 
【総務担当関係】 
<総務部>   （藤岡） 
１. 会議 

諸会議及び委員会は、原則として以下により開催した。 

1）定款に基づき、定期総会は、予算総会（３月２日）・決算総会（６月８日）を開          

催した。 
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 2）常務理事会：偶数月、第 1木曜日 

 3）理事常務理事合同会議：奇数月、第 1木曜日 

 4）担当者会議：総務部 偶数月第 3木曜日 

        ：学術部 偶数月第 3木曜日 

         ：渉外部 偶数月第 3木曜日 

2.会員の資質、倫理の向上                             

 永年会員、功労者は来年３月表彰、岡山県及び当該保健所などの行う表彰等に会員を推      

推薦した． 

3.（一社）日本臨床衛生検査技師会との連携 

 日臨技や日臨技中四国との情報交換を行い、連携を図るほか当会運営の参考とした。 

4.一般社団法人の登記 

 4 月 1 日一般社団岡山県臨床検査技師会として登記を行い活動している。 

5.岡山県臨床検査技師会創立 60 周年・法人化 30周年記念誌 

 10 月 1日第 1回作成委員会開催、11月末に第 2回委員会開催予定。今年度中に作成 

 する予定 

6.新入会会員オリエンテ－ション 

 入会 3年未満の会員を対象 7月 5日国際交流センタ－にて岡山県臨床検査活動内容の説  

明と技師会活動への理解と協力をお願いした。（参加者 54 名） 

7.チーム医療活動 

 ＯＴ3コラボセミナーは、今年度岡山県臨床放射線技師会担当企画開催予定（2月 7日） 

 チーム医療の一環として参画する 

8.（一社）日本臨床衛生検査技師会公益委託事業 

 「ＨＩＶ・ＳＴＤ予防啓発活動」岡山理科大学と共同開催する予定 

9．検査説明・相談できる技師を育成 

 10 月 12・13 日 旭東病院パッチアダムスホールにて開催 45名の参加 

 

＜情報・組織部＞    （藤岡） 

1.組織 

会員動向を把握し、日臨技の会員管理システムに対応し入会・継続・移動の処理を行った 

2.会報の発行 

会報毎月発行し同時にホームページに掲載した。 

会報の発行が少し遅れぎみの為早期に改善する。 

3.ホームページの有効な活用と運用 

ＨＰ委員会の再編成により、広報活動の充実と情報開示、伝達行った。 
4．（一社）日本臨床衛生検査技師会事業 
互いに協力し、臨床検査技師学術研鑽及地位向上の為協力活動している 



【学術担当関係】 

〈学術・生涯部〉       （河口） 

１. 第 45 回岡山医学検査学会 

平成 27 年 3 月 1 日倉敷で開催する予定で準備している 
２.講演会・研修会・技術講習会 
 一部講演会の変更があったが、別の講演会を企画し開催された 
 〈精度管理部〉        （河口） 

１. 臨床検査精度管理調査 

精度管理調査を８月に行い、調査結果速報会を 10 月 19 日実施した、319 名参加 
２. クロスチェックの充実 

順調に行われている。医師会精度管理実行委員長・通山医師より良く管理できていると

評価された。 
〈出版部〉 

１. 会誌 
発行月 2 月・8 月、学会特集号・精度管理特集号として発行予定 
【渉外担当関係】 
 〈企画調査部〉       （黒川）        

１. 健康づくり講演会 
11 月 15 日に開催予定 

２. 岡山小児糖尿病協会行事の情報提供 
情報を提供しボランテイアを募ったが応募は無かった。 
現状のボランティア参加では貢献度が少ないので、今後は臨床検査技師として貢献出来

る別の形を模索したい。 
３. 検査展の開催 

11 月 15 日に健康づくり講演会と同時開催予定 
 〈企画青年部〉       （黒川） 

１. つやま市民スポーツ祭 
10 月 12 日開催された、228 名の参加 

２. スポレクフェステ赤磐 
台風で中止となる 

３. 茶屋町健康まつり 
茶屋町健康まつり開催が未定であり、まつり開催が中止となるかもしれない 

４. ソフトボール大会等の 3 親睦行事 
11 月 2 日開催された、50 回記念大会とし 18 チーム参加があり親睦を深めた 
 

これ等の業務報告に対し、岡田理事より以下の意見、指導があった 



◎学術担当関係では、一部企画に変更があったが、別の講演の企画実施を行うなど、その

他計画通りに行われているし問題ない 
 

◎渉外担当関係では、特に問題なく行われている 
 
 ‥岡田理事より他の健康フェステバル等今後参加をどう考えているか質問あり 
 ‥他の会にも積極的に参加したいが、現在のところ新しいのは無い状態 
○前向きに取り組む姿勢があり問題ない 
                  
Ⅱ．平成 26 年度 中間監査・会計監査  

１．監査報告 （植本） 

平成 26 年４月１日～平成 26年９月 30日の収入及び支出について報告した。 

監事による元帳の監査も行った。 

これらの会計報告に対し、監事より以下の意見、指導があった。 
・内容は誤りもなく、整理されており問題はなかった。 

 
 
 
  議事録署名人                      下記に記名捺印する 
                        一般社団法人岡山県臨床検査技師会 
  
                      議長       岡本 由美   印 
 
                      議事録署名人   藤岡 克徳   印 
 
                               前田 敦子   印 
 
  



26-11 月 理事会 会議議事録 
 
日 時：平成 26 年 11 月６日（木）開始：19 時 00 分 から 終了：21時 00 分 

会 場：岡臨技事務所 

出席者：会 長：岡本由美 

    副会長：木村泰治、河口勝憲、黒川幸徳 

    理 事：藤岡克徳、植本美佐夫、前田敦子、高津昌吾、中川裕美、佐藤達郎、 

小林尚子、栗谷純子、岩崎 学、福島明徳、櫻井博重、見村典子、 

渡辺修久、藤田 勝、丹下雅貴、鳥越道弘、高井隆吉、長瀬由紀子、 

鳥越宣宏 

    陪 席：山本芳枝 

監 事：岡田 健、間嶋秀伎 

委任欠席：泉 礼司、三宅康之 

出席 26 名、委任欠席 2名 

書 記：栗谷純子、○岩崎 学 

議事録署名人：藤岡克徳、植本美佐夫 

 

項目名 
１） 26-10 理事会議事録 11-01 

２） 来簡 10 月分報告 11-11 

３） 会計報告９月分 11-12 

４） 会計報告 10 月分 11-13 

５） 会員動向 10 月分 11-14 

６） 第１回岡臨技 50 周年記念史編集委員会議事録 11-15 

７） 26-10 学術担当者会議議事録 11-21 

８） 26-10 輸血担当者会議議事録 11-22 

９） 26-10 県北地区担当者会議議事録 11-23,24 

10） 26-10 渉外部担当者会議議事録 11-31 

11） 検体採取等に関する厚労省指定講習会について 11-61～65 

12） 企画予算書：形態部門講演会(１月 18 日) 11-71 

13） 企画予算書：第 45 回岡山医学検査学会(３月１日) 11-72 

14） 企画決算書：津山地区講演会(８月 29 日) 11-73 

15） 企画決算書：生理機能部門講演会(10 月４日) 11-74 

16） 企画決算書：精度管理速報会(10 月 19 日) 11-75 

17） 第 64 回日本医学検査学会座長推薦について 11-76 

18） 日臨技各賞候補者推薦について 11-77 

19） 日臨技中四国支部輸血伝達講習会について 11-78,79 

20） 企画決算書：つやま市民スポーツ祭(10 月 12 日) 11-81 

21） 企画決算書：スポレクフェステ赤磐(10 月 13 日) 11-82 

22） ３ヶ月予定表 11-91 

 
議 題： 

Ⅰ．議事録確認 
1. 26-10 理事会議事録                    （岡本 資料 11-01） 
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＊一部訂正・追記をして承認 

 
Ⅱ．行動報告 
1. 平成 26 年度岡山市公衆衛生功労者表彰授賞式（10月 30 日） 木村 

2. 平成 26 年度倉敷市保健福祉功労者市長表彰授賞式（11月６日） 岡本 

 

Ⅲ．経過報告 
 １．総務担当関係  

1） 来簡 10 月分報告           （藤岡 資料 11-11） 

2） 会計報告９月分                     （植本 資料 11-12） 

3） 会計報告 10 月分                    （植本 資料 11-13） 

4） 会員動向 10 月分                      （前田 資料 11-14） 

・新入会１名、退会１名…会員数 1301 名 

5） 総務担当者会議関係 

・開催なし 

6） その他 

・第 1回岡臨技 60周年記念誌編集委員会議事録      （木村 資料 11-15） 

 ＊承認された 

 備考…報告書と旅費請求書をセットで提出すること。 

 

２．学術担当関係  
1） 学術担当者会議                     （高津 資料 11-21） 

＊承認された 
2） 学術・生涯部関係 

・26-10 輸血部門担当者会議議事録            （高津 資料 11-22） 

 ＊承認された 

・26-10 県北地区担当者会議議事録           （小林 資料 11-23,24） 
     ＊承認された 

3） 精度管理部関係                           （中川） 
・報告…10 月 19 日の精度管理調査速報会・教育講演会で、受付用パソコン１台の

参加登録データが瞬間停電により消去してしまう事態が発生した。ＨＰと会報に

て参加者の生涯教育履修歴の確認と、登録されてない方の連絡をお願いした。 

4） 出版部関係 
特になし 

5） その他 
 

 ３．渉外担当関係 
1） 渉外部担当会議                     （小林 資料 11-31） 

＊承認された 
2） 企画調査部関係 

特になし 
3） 企画青年部関係 

特になし 
4） その他 

 



Ⅳ．協議事項 
１．総務担当関係 
1） 検体採取等に関する厚労省指定講習会について     （藤岡 資料 11-61～65） 

・講習会の開催：広島…８か所 2400 名、香川…４か所 1200 名 

・現在味覚・臭覚検査をしている技師は、平成 27 年４月１日から法律が施行され

ると、講習会を受講していないと法律違反になるので注意する。 

・２日間の受講で、会員は 10,000 円、非会員は 30,000 円。 

・第 45 回岡山医学検査学会（３月１日）に併せて説明会を開催できるように調整

してもらう。 

2） その他 

・「検査説明・相談の出来る臨床検査技師育成講習会」企画決算書について（藤岡） 

     10 月 12～13 日に開催された講習会の決算書の提出が、講師にタクシーチケット 

を渡した関係で交通費が確定していない。請求書が届き次第決算書が完成するの 

で、12 月の理事会で報告する。 

 

 ２．学術担当関係 
1） 企画予算書 

・形態部門講演会（１月 18 日：岡山大学医学部保健学科棟 301 講義室） 
   ～シリーズ・困った病理２「HE染色がキマらない」～ （高津 資料 11-71） 
 ＊承認された 

・第 45 回岡山医学検査学会（３月１日：川崎医療短期大学 200 号大講義室） 

～「目指せ！花咲ける老後」            （高津 資料 11-72） 

～治すから癒しへ そして看取るということ～～ 

     ＊講師料を交通費込で 50,000 円に修正 

      →承認された 

2） 企画決算書 

・津山地区講演会（８月 29 日：津山中央病院研修センター２階） 

  ～医師に報告すべき心電図～             （高津 資料 11-73） 

     ＊承認された 

・生理機能部門講演会（10 月４日：倉敷中央病院大原記念ホール） 

  ～【これからの関節超音波】～            （高津 資料 11-74） 

 ＊決算額支出小計 81,576 円→81,742 円に訂正 

・精度管理速報会教育講演（10 月 19 日：川崎医療短期大学） 

  ～臨床検査における精度管理のあれこれ～       （高津 資料 11-75） 

 ＊承認された 

3） その他 

・第 64 回日本医学検査学会一般演題座長候補推薦について （高津 資料 11-76） 

  推薦期日：平成 26年 11 月 21 日（金） 

  候補者の推薦は藤岡総務部長まで。 

・日臨技各賞受賞候補者推薦について           （藤岡 資料 11-77） 

      締切日：平成 27年２月 10日（火） 

→次回の学術部会で検討し、１月の理事会までには候補者を決定する。 

    ・平成 26年度日臨技中四国支部輸血伝達講習会開催案内について  

      申込日：12月１日～12 月 25 日          （藤岡 資料 11-78,79） 

      →会報 11月号に掲載する。 



３．渉外担当関係 
1） 企画予算書 
2） 企画決算書 

・第 43 回つやま市民スポーツ祭（10 月 12 日：津山陸上競技場前広場）    

＊承認された                     （小林 資料 11-81） 

・2014 スポレクフェステ赤磐（10月 13 日：赤磐市ふれあい公園体育館）  
＊承認された（台風のため中止）            （小林 資料 11-82） 

3） その他 

・新年互礼会来賓招待について                   （黒川） 
来賓には川西 孝様、小郷 正則様を招待する。 
 

 ４．その他 
1） ３ヶ月予定表          （資料 11-91） 

・追加 

日臨技支部会：12月６日（土） 

  日臨技理事会：１月 23 日（金） 
  全国幹事連絡会議：１月 24 日（土） 
・変更 
  総務担当会議：12月 18 日（木） 

   技師会事務所→松田病院 
   

Ⅴ．各種行事への役員派遣 
 

Ⅵ．常任委員会等開催 
１．理 事 会 開 催 日：平成 26年 12 月４日（木） 

 ２．総 務 担 当 会 議 開 催 日：平成 26 年 12 月 18 日（木） 

 ３．学 術 担 当 会 議 開 催 日：平成 26 年 12 月 18 日（木） 

 ４．渉 外 担 当 会 議 開 催 日：平成 26 年 12 月 18 日（木） 
 
 
 
議事録署名人                        下記に署名捺印する。 

一般社団法人岡山県臨床検査技師会 
 

議長     岡本 由美     印 
 

藤岡 克徳     印 
 

植本 美佐夫    印 



事 務 局 関 連 来 簡 文 書 及 び 経 過 報 告 
 
11 月 5 日受信：長野県技より「会誌 Vol.3 No.4」 

     受信：ヤマト運輸㈱より「請求書（会報 10 月号送料） 28,454 円」 

     受信：日臨技より「各賞受賞候補者の推薦について（依頼）」「結核研究奨励賞公募」 

             「検体採取等に関する厚生労働省指定講習会の開催及び受講の周知について（ご依頼）」 

             「『検体採取等に関する厚生労働省指定講習会』に関するキャッチフレーズならびに 

バッジデザインの公募について」 

             「平成 26 年度日臨技中四国支部輸血伝達講習会開催案内周知のお願い」 

  7 日受信：愛知県技より「会報 11 月号」 

     受信：三重県技より「会報 No.297」 

    受信：神奈川県技より「会報 419 号」 

    受信：岡山県病院協会より「病院だより 11 月号」 

    受信：ＮＴＴより「次回口座振替のお知らせ（10 月分）済生会 6,204 円」 

    受信：岡山市保健所より「衛生検査所の登録について（通知）」 

  12 日受信：日臨技より「医学検査 Vol.63 No.6」「JAMT magazine 11 月号」 

    受信：大塚薬報編集部より「大塚薬報  No.700」 

    受信：東京都技より「第 10 回東京都医学検査学会抄録集」「会誌 Vol.42 No.4」 

    受信：津山中央病院より「『健康づくり講演会』実務委員の派遣について（承諾）」 

    受信：岡山県美作保健所より「平成 26 年度公衆衛生事業功労等に係る保健所長表彰受賞者の決定について」 

                   ※花房 恵美子 氏の受賞決定 

  17 日受信：富山県技より「平成 26 年（第 26 号）度臨床検査精度管理結果報告書」 

    受信：熊本県技より「創立 60 周年記念誌」 

     受信：ＮＴＴより「次回口座振替のお知らせ（11 月分）事務所（TEL）1,655 円」 

        「次回口座振替のお知らせ（11 月分）事務所（FAX）2,595 円」 

受信：スペースアップ新保管理組合より「重要事項説明書の交付について」 

                      「請求書 管理費（12 月分）33,000 円」「月間管理報告 10 月」 

    受信：津山中央病院より「市民公開講座の後援依頼」 

    受信：岡山県医師会より「平成 27 年新年祝賀会の開催について（ご案内）」 

  26 日受信：滋賀県技より「会報 第 266 号」 

     受信：大阪府技より「会報 第 311 号」 

    受信：ＮＴＴより「次回口座振替のお知らせ（11 月分）川大 3,872 円」 

      受信：ＮＴＴコミュニケ－ションズ㈱より「次回口座振替のお知らせ 済生会（ＯＣＮ） 2,106 円」 

                         「次回口座振替のお知らせ 事務所（ＯＣＮ） 4,104 円」 

    受信：岡山県医師会より「『岡山県国民医療推進協議会主催の決起集会』開催打ち合わせ会のお知らせ」 

    受信：橋本岳後援会事務所より「推薦依頼状」 

    受信：日臨技より「法案等改正に伴う意見募集について」 

    受信：逢沢一郎後援会事務所より「『拡大選対会議』『出陣式』のお知らせ」 
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平成 26 年度 技発文書および公印使用文書一覧表 
 

No 日時 表題 発送先 

320 11/4 講演のご依頼 金子 孝昌（関東化学㈱） 

321 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 鳥越 宣宏（赤磐医師会病院） 

322 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 長瀬 由紀子（さとう記念病院） 

323 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 黄江 泰晴（心臓病センター榊原病院） 

324 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 小川 浩司（落合病院） 

325 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 上山 海斗（岡山済生会総合病院） 

326 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 小田 一美（岡山済生会総合病院） 

327 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 那須 ふみ子（岡山済生会総合病院） 

328 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 谷口 裕一（岡山赤十字病院） 

329 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 関藤 恭弘（井原市民病院） 

330 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 山根 愛美（川崎医科大学附属病院） 

331 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 高橋 和枝（川崎医科大学附属病院） 

332 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 釜瀬 彩香（川崎医科大学附属病院） 

333 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 高井 隆吉（倉敷中央病院） 

334 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 尾崎 弘明（倉敷中央病院） 

335 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 内田 さくら（倉敷中央病院） 

336 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 三近 愛（倉敷中央病院） 

337 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 倉本 舞（倉敷中央病院） 

338 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 成田 大地（倉敷中央病院） 

339 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 水島 桃子（倉敷中央病院） 

340 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 池田 誠（近藤病院） 

341 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の委嘱について 小林 尚子（津山中央病院） 

342 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 川口 憲二（赤磐医師会病院 院長） 

343 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 佐藤 通洋（さとう記念病院 院長） 

344 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 岡﨑 悟（心臓病センター榊原病院院長） 

345 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 井口 大助（落合病院 院長） 

346 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 大原 利憲（岡山済生会総合病院 院長） 

347 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 忠田 正樹（岡山赤十字病院 院長） 

348 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 山田 信行（井原市民病院 院長） 

349 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 通山 薫（川崎医科大学附属病院 部長） 

350 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 小笠原 敬三（倉敷中央病院 院長） 

351 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 近藤 秀則（近藤病院 院長） 

352 11/4 「健康づくり講演会」実務委員の派遣について 藤木 茂篤（津山中央病院 院長） 

－ 11/6 講演のお礼 梶原 宣子（シスメックス㈱） 

353 11/12 講演のご依頼 所司 睦文（川崎医療短期大学） 

354 11/12 講演のご依頼 大橋 睦子（岡山大学病院 副看護師長） 

355 11/12 講演会講師派遣のご依頼 前川 珠木（岡山大学病院 看護部長） 



356 11/12 講演のご依頼 小林 博久（川崎医科大学附属病院） 

357 11/12 講演会講師派遣のご依頼 園尾 博司（川崎医科大学附属病院院長） 

358 11/12 講演のご依頼 榊原 佳奈枝（岡山大学病院） 

359 11/12 講演のご依頼 大倉 貢（川崎医科大学附属病院） 

360 11/12 講演会講師派遣のご依頼 槇野 博史（岡山大学病院 院長） 

361 11/12 講演会講師派遣のご依頼 園尾 博司（川崎医科大学附属病院院長） 

－ 11/20 講演のお礼 滝川 雅之（ハロー歯科 診療部長） 

－ 11/20 講演のお礼 今井 勉 

－ 11/20 講演のお礼 片岡 健（岡山理科大学 准教授） 

－ 11/20 講演のお礼 中川 裕美（倉敷リバーサイド病院） 

－ 11/20 講演のお礼 米 亮介（川崎医科大学附属病院） 

－ 11/20 講演のお礼 吉沢 梨津好（倉敷中央病院） 

－ 11/27 講演のお礼 藤岡 克織（岡山旭東病院） 

 



                                会員状況（11月） 2014.11.1～11.28

会員数

日臨技会員

県のみ会員

個人賛助会員

法人賛助会員

新(再/転）入会　　        

374423 西山　ちとせ 9330061 南岡山医療センター 転入

退会（転出を含む）

334401 片山　孝次 自宅会員 退会

700826 三宅　範子 9330001 岡山大学病院 　〃

1300（1301）

1293（1294）

5     （5）

 2　　 （2）

 65　 （65）

※(　）内は前月会員数
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平成 26 年度 11 月 一般検査部門会議 議事録 

日時 ：平成 26 年 11 月 8 日(土)14 時から 17 時 30 分 

会場 ：川崎医科大学附属病院 中央検査部 学生指導室 

出席者：中川裕美、天野真依子、大丸奈月、岡本彩加、海津博子（書記） 

    吉沢梨津好、弓狩加恵、米亮祐、黒住菜美 

 

議事事項：第２回一般検査講演会の打ち合わせについて 

     来年度の計画について 

 

Ⅰ．第２回一般検査講演会の打ち合わせについて 

１）集合時間、受付開始、準備物の確認を行った。 
２）役割分担の確認 
３）その他 
・講演開始後３０分（１０：３０）で認定参加証の受付終了。 
・講演開始後、前方入口に「締切」を貼る。受付は会場後方で行う。 
・参加費 1,000 円。非会員（技師であるが日臨技会員でない）3,000 円｡ 
・岡山県の会員で、会員証忘れは番号をその場で調べておく。 
・参加者名簿は、読める字かどうか、確認しておく（特に県外会員）。 
・参加証は、講演会終了後に配布する（会員番号順に並べておく）。 
・県外からの問い合わせが多いので、不案内な方が多いと予想される。 

４）講師のスライドをざっと流し、全員で内容を確認し、司会者との打ち合わ

せを行った。 
 
Ⅱ. 来年度の計画について 

１）例年とおり年に２回、開催する。 

６月  初心者講習会（実習つき） 

11 月  一般検査の総まとめ （認定試験カリキュラムにそって） 

２）精度管理調査の内容は、今年度と同じ。 

フォトを撮っておく。検体保存液を委員に配布する。 
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 1 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

最終参加人数① （うち実務委員

受 講 料 ①：100  名

2014/11/06

～

～

提案者：

【運営費等詳細】

氏　　名

肩　書　き

所　　属

備　　考

会員番号

備　　考

会員番号

肩　書　き

 名

岡本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

雑 収 入

0

0

◎講演会等 企画予算書

理事

参 加 協 賛 収 入

企 画 分 野
その他

決算額 差異

5,568

前田 前田 木村

決算額

20

平成27年2月7日 (土)

差異

【雑費他詳細】

氏　　名

 TEL：オルガホール

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

実務委員6名及び講師行動費

備　　考

前田　敦子

086-256-7244

肩　書　き

備　　考

ＯＴ3コラボセミナー

企  画
決算時（社）岡山県臨床検査技師会長　様

13,568

▲ 13,568 --      

8,000

8,000

雑 費

運 営 費

会長副会長担当部長

会員番号氏　　名

所　　属

会長副会長会計担当部長理事

生涯教育点数 ②：

0

講 師 謝 金 ①

共 催

参 加 費

備考・摘要【収入の部】 予算額

(会員№)

受 講 料 ②：

テ ー マ ・ 内 容 コミュニケーションから始まる医療安全－ちーむ医療ってなにがえぇん？－

14時20分 16時30分
日 時

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

司 会

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

生涯教育点数
募集人員 ②：

基礎

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

予算額

5,000

【支出の部】

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

最終参加人数②

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

協賛①：

協賛②：

協賛③：

協賛④：

松田病院

5,000

所　　属

岡本　由美

医療安全管理科

会員番号 334729

備考・摘要  【講師詳細】

肩　書　き

氏　　名

所　　属
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 4 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

30,000

30,000

33,411

肩　書　き

30,000 氏　　名

所　　属

猶本　良夫

副院長

会員番号

備考・摘要  【講師詳細】

川崎医科大学附属川崎病院

30,000

所　　属

0

0

50,000

00

200,000

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

協賛①：

協賛②：

協賛③：

協賛④：

日臨技助成金

0最終参加人数② 0

5,000

55,000

日臨技助成金

0

0

予算額

30,000

【支出の部】

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

司 会

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

生涯教育点数
募集人員 ②：

基礎

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

(会員№)

受 講 料 ②：

テ ー マ ・ 内 容 検査説明・相談の出来る臨床検査技師養成講習会

9時00分 17時30分
日 時

16時00分

60,000

共 催

参 加 費

備考・摘要【収入の部】 予算額

200,000

40,000

0

生涯教育点数 ②：

640,000

講 師 謝 金 ①

030,000 30,000

30,000

会員番号氏　　名 古垣　みゆき

所　　属

33,411

会長副会長会計担当部長理事会長副会長担当部長

岡本

30,000 30,000 0

033,411

60,000 0

0

60,000 60,000 0

64,800 64,800

20,000

50,000

2 日 目 講 師 料

雑 費

運 営 費

▲ 4,33754,337

182,357

167,906

124,733

70,000

280,234

54,971

0

106,020

22,000

112,328

▲ 112,357

▲ 2,000

（社）岡山県臨床検査技師会長　様 藤岡

640,000

0

124,733

▲ 29

--      

640,029

藤岡　克徳

肩　書　き 常務取締役

備　　考

植本 木村

臨床検査課　課長

企  画
決算時

宮島会長：交通費35,000円、宿泊費18,770円
講師交通費（タクシー代）23,650円
実務委員：＠1500円×のべ11名＝16,500円、交通費12,100円
消耗品内訳：ネームプレート　10,117円
　　　　　　　　修了証書　37,649円
　　　　　　　　ビデオ撮影用SDカード　5,594円
　　　　　　　　講師用水　977円

備　　考

藤岡　克徳

岡山大学大学院教育学研究科

岡山旭東病院

平成26年10月12日 (日)

平成26年10月13日 (月)

差異

【雑費他詳細】

氏　　名

 TEL：岡山旭東病院　パッチ・アダムス　ホール

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

450,000

33,411

藤岡 藤岡 木村

決算額

330673

30

理事

参 加 協 賛 収 入

企 画 分 野
総合管理部門

0

0

決算額 差異

45,000

岡本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

695,000

雑 収 入

400,000

0

◎講演会等 企画決算書

会員番号

肩　書　き

藤岡

33,411 33,411

30,000 30,000 0

 名

備　　考

前川　珠木

会員番号

備　　考

岡山県看護協会

岡山大学病院　看護部長

【運営費等詳細】

心理・臨床学系　教育臨床心理学講座　教授

氏　　名 安藤　美華代

肩　書　き

所　　属 人材開発マネジメント株式会社

切手代

テキスト印刷45部：161,506円：印刷用紙32,968円、ファイル23,688円
　　　　　　（カラー＠40円×54P+白黒＠10円×17P）×45＝104,850円
事前会議費用：6,400円

2014/11/122014/07/18

～

9時00分 ～

提案者：

最終参加人数① 51 （うち実務委員 6

（一社）日本臨床衛生検査技師会

10,000受 講 料 ①：40  名

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 3 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

45,000

45,000

50,116

肩　書　き

45,000 氏　　名

所　　属

通山　薫

教授

会員番号

備考・摘要  【講師詳細】

川崎医科大学　検査診断学

45,000

所　　属

0

0

50,000

00

200,000

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

協賛①：

協賛②：

協賛③：

協賛④：

日臨技助成金

0最終参加人数② 0

5,000

55,000

日臨技助成金

0

0

予算額

45,000

【支出の部】

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

司 会

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

生涯教育点数
募集人員 ②：

基礎

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

(会員№)

受 講 料 ②：

テ ー マ ・ 内 容 検査説明・相談の出来る臨床検査技師養成講習会

9時00分 17時30分
日 時

16時00分

共 催

参 加 費

備考・摘要【収入の部】 予算額

200,000

40,000

0

生涯教育点数 ②：

640,000

講 師 謝 金 ①

12,000

010,000 10,000

12,000 0

45,000

会員番号氏　　名

所　　属

24,501

会長副会長会計担当部長理事会長副会長担当部長

岡本

22,000 22,000 0

024,501

20,000

50,000

1 日 目 講 師 料

雑 費

運 営 費

▲ 4,33754,337

182,357

167,906

165,033

70,000

280,234

54,971

0

106,020

22,000

112,328

▲ 112,357

▲ 2,000

（社）岡山県臨床検査技師会長　様 藤岡

640,000

0

165,033

▲ 29

--      

640,029

藤岡　克徳

肩　書　き

備　　考

植本 木村

臨床検査課　課長

企  画
決算時

宮島会長：交通費35,000円、宿泊費18,770円
講師交通費（タクシー代）23,650円
実務委員：＠1500円×のべ11名＝16,500円、交通費12,100円
消耗品内訳：ネームプレート　10,117円
　　　　　　　　修了証書　37,649円
　　　　　　　　ビデオ撮影用SDカード　5,594円
　　　　　　　　講師用水　977円

備　　考

藤岡　克徳

国家公務員共済組合連合会　呉共済病院

岡山旭東病院

平成26年10月12日 (日)

平成26年10月13日 (月)

差異

【雑費他詳細】

氏　　名

 TEL：岡山旭東病院　パッチ・アダムス　ホール

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

450,000

50,116

藤岡 藤岡 木村

決算額

330673

30

理事

参 加 協 賛 収 入

企 画 分 野
総合管理部門

0

0

決算額 差異

45,000

岡本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

695,000

雑 収 入

400,000

0

◎講演会等 企画決算書

会員番号

肩　書　き

藤岡

50,116 50,116

45,000 45,000 0

 名

備　　考

340254

花山　宜久

会員番号

備　　考

助教

岡山大学病院　総合診療内科

【運営費等詳細】

検査部輸血課主任

氏　　名 荒谷　千登美

肩　書　き

所　　属

切手代

テキスト印刷45部：161,506円：印刷用紙32,968円、ファイル23,688円
　　　　　　（カラー＠40円×54P+白黒＠10円×17P）×45＝104,850円
事前会議費用：6,400円

2014/11/122014/07/18

～

9時00分 ～

提案者：

最終参加人数① 51 （うち実務委員 6

（一社）日本臨床衛生検査技師会

10,000受 講 料 ①：40  名

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
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平成 26 年度 日臨技、都道府県技師会主催 
「検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会 」 

 

◆ 技 師 会 : 一般社団法人 岡山県臨床検査技師会 

  報 告 者： 藤岡 克徳 

◆ 開 催 日 : 平成２６年１０月１２日（日）～ １０月１３日（月・祝） 

 

決 算 書 
 
Ａ（収 入） 

科  目 金 額（円） 内 訳 ・ 備 考 
日臨技助成 

固定額 200,000 円 同一年度内開催回数に係わらず 1 回のみ算定 

日臨技助成 
受講者あたり 45,000 円 受講者数 45 名＠1,000 円 

受 講 料 収 入 450,000 円 受講者数 45 名＠10,000 円 

   

   

合 計 695,000 円  
Ｂ（支 出） 

科  目 金 額（円） 内 訳 ・ 備 考 
会 場 費 0 円  
設 備 ・ 備 品 費 0 円  

印 刷 費 161,506 円 
テキスト印刷 45 部、印刷用紙、ファイル 

白黒＠10円×17 ページ、カラー＠40 円×54ページ 

人 件 費 
（ 講 師 謝 金 ） 276,402 円 

技師 90 分まで＠11,137 円×1名 ※源泉込 

技師以外 90 分まで＠33,411 円×3名 ※源泉込 

技師以外 90 分超過＠50,116 円×2名 ※源泉込 

企業 1      ＠  64,800 円× 1社 

企業 2      ＠     円×  社     

旅 費 ・ 宿 泊 費 102,824 円 
講師関係  90,724 円 ※税込 
その他   12,100 円 ※税込 

会 議 費 6,400 円 前日開催（10月 11 日） 

通 信 運 搬 費 22,000 円 切手代 
消 耗 品 費 53,420 円 ネームプレート、受講修了書、ビデオ用 SDカード 
広 報 費 0 円  
担 当 者 活 動 費 16,500 円 ＠1500 円×のべ 11名（2日間） 

   
雑 費 977 円 講師水代 
合 計 638,725 円  
Ａ-Ｂ（収 支） 

差し引き 54,971 円 
理由と処理方法： 
 
  
 

※事業終了 2 週間以内に、日臨技事務局、都道府県技師会事務局へ提出 

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
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平成 26 年度 日臨技、都道府県技師会主催 
「検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会 」 

 
                                     

報 告 書 

報告者 藤岡 克徳 電話番号 086-276-7726（内 6665） 

開催運営 （  岡山県   ）技師会 

技師会会長名  岡本 由美 

開催日時 平成 26 年 10 月 12 日（日）9：00～平成 26年 10 月 13 日 16：00 

開催場所 
一般財団法人操風会 岡山旭東病院 パッチ・アダムスホール 

〒703-8265 岡山市中区倉田 567-1 

受講者数   ４５  名 

実

務

委

員 

氏名・所属 

岡本由美（松田病院）、藤岡克徳（岡山旭東病院）、中川裕美（倉敷リバー

サイド病院）、加賀山久明（岡山旭東病院）、森本信太郎（岡山旭東病院）、 

寺阪賢人（岡山旭東病院）、板倉智恵（岡山旭東病院）、木浦大典（岡山旭

東病院） 

計 ８ 名（1日目：6名、2日目：5名）  

概要 

（簡潔に） 

募集直後に定員（40 名募集予定）となり若干受講者枠を拡大した。宮島会

長の講義に始まり、患者心理・接遇の基本ではロールプレイを交えた講義

が行われ、受講者は熱心に取り組んでいた。検査説明の実際では、企画者

講習会と同様ビデオ撮影・再生・評価を行うことにより、受講者に実際の

検査説明・相談業務のイメージが湧いたように思われた。2日間にわたり、

内容の濃い講習会となり、受講者からの評価も高いものとなった。 

成果 

（3年で 1割育成という技師育成目標に対し） 

現在岡臨技の会員数は約 1300 名であることから、初年度 45名の受講者 

があったことは十分な成果があった。また、アンケートでも半数以上の 

受講者は検査説明が出来ると回答し、残りの回答者も「わからない」と 

回答するも説明業務を模索するきっかけとなったと考えれば十分な成 

果であったと考える。 

次年度開催に 

向けて 

（反省・改善・要望） 

アンケートにより受講者からの満足度も高かったが、一部受講料や、ビ

デオ放映に対する不満もあったので、カリキュラムの再考や受講料につい

て検討を行いたい。 

※「事後アンケート」の集計結果を添付 

 
 

Fujioka
長方形
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よ
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と
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た

。

平
成

26
年
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技
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催
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臨
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師
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成
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 」

い
き
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り

検
査

説
明

し
ま

す
で

は
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け
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れ
ら

れ
な

い
と

思
う

の
で

、
検

査
結

果
説

明
用
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等

を
作

成
し

た
り

、
輸

血
後

感
染

症
の

検
査

説
明

等
か

ら
積

み
重

ね
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い
く
し

か
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思
い

ま
す

。
検
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説
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・
相
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け
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こ
と
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め

る
こ

と
（
知

識
不

足
を

痛
感

し
ま

し
た

）
。

ア
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ケ
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小
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っ
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た
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患
者

さ
ん

の
心

理
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接
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臨

床
検

査
技

師
は

苦
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と
す

る
分

野
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
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後
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必
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な

る
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思
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ま
す
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ロ

ー
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レ
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年

後
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病
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在
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が
変

わ
っ

て
い

る
よ

う
に
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臨
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検
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技
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わ
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い
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宮
島

会
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の
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聴
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す
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代
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的
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内
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を
ピ
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ク

ア
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プ
く
だ

さ
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検
査

部
内

で
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意
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改
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が
必

要
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な
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と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
知

識
を

た
く
さ

ん
得
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こ

と
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、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
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ョ
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ば
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思
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。

代
表

的
な
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ピ

ッ
ク

ア
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だ

さ
い

。

患
者

デ
ー

タ
の

解
釈

、
病

態
の

把
握

や
患

者
さ

ん
に

解
り

や
す

く
説

明
す

る
た

め
の

話
術

の
向

上
相

手
の

心
理

状
態

を
考

え
た

う
え

で
上

手
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
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れ

る
よ

う
に

話
せ

る
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イ
ン
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勉
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。
患

者
さ

ん
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解
り

や
す

い
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で
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明

出
来

る
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に
検

査
の

事
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熟
知

す
る

必
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る
。

技
師

と
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の

技
量

、
施

設
の

体
制

と
し

て
取

り
組

み
方

、
技

師
自

身
の

意
識

の
あ

り
方

。

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
資料12-66



【講習会の感想、意見、要望】 
・予想以上に勉強になった。 
・ロールプレイをもっと多くてもいいのでは。 
・今後の個々のレベルアップに向けて、何をしていかないといけないのか検討が必要。 
・ロールプレイ形式で説明を体験するのはとても良かった。 
・他の方のやり取りを見るだけでも考えさせられることが多くとても勉強になった。 
・講習会でのロールプレイが思っていたよりも参加しやすく検査相談を行う時の参考とな

り良かった。 
・募集が 40 名と少なく出席人数をもう少し多く広めて頂けたらと思います。 
・大変良かったと思います。継続的に行われることを期待します。（次世代に受講させたい

ので） 
・検査について、わかりやすく説明する事のむずかしさ改めて感じました。より検査につ

いて私が理解を深めていきたいと思うきっかけの１つとなりました。 
・大変勉強になりました。 
・検査説明・相談の出来る技師になれればと思います。 
・若い技師も受講できるよう、たくさん講習会を開いていただきたいです。 
・ロールプレイによる実際のデータを使っての実演や患者説明のための接遇やコミュニケ

ーションの取り方、クレーム対応など幅広く講習していただき、大変勉強になりました。 
・知らない者同志でロールプレイや頻繁に接遇の演習が出来て良かったです。大切なこと

は、挨拶とアイコンタクト、笑顔、共感など色々ありますが、実習できて勉強になりま

した。 
・接遇を検査技師の視点で見れてよかった。 
・ロールプレイを経験して自分に足りない所、どういう所まで検査技師として説明してよ

いのかが大変参考になりました。 
・2 日間の長時間であったがロールプレイ等があり短く感じた。 
・他の人の説明しているのを見て、自分が出来るのか不安になったが、ポイントを教えて

いただき今回の講習は大変勉強になった。検査技師の新しい仕事の開拓を感じモチベー

ションの向上につながりそうな気がしました。 
・精神科単科のため血液検査項目はあまり多くないので、データが読み取れなかったです。 
・講師の先生方の説明が分かりやすく良かった。 
・聞くだけでなく実演演習などがあり、よい体験が出来、良かった。 
・字が見えずらいスライドがあった。Ｒ－ＣＰＣの講義スピードが速い。 
・接遇の講義・演習では講師の方の説明が非常に分かり易く体で覚えることもでき非常に

良かったです。検査説明のビデオ再生の時間がもう少し有効に使いたかった。 
・実践的な内容で、見るだけではなく、やってみることによって接遇や患者さんの思いが

分かって大変参考になりました。ありがとうございました。 
・中級・上級向けのレベルアップ講習も開催して頂きたいと思います。 
・いろいろな角度からお話を伺うことができ、たいへん有意義でした。 
・知識・ロールプレイでとても勉強になりました。 
・Ｒ－ＣＰＣとチャンスがあれば勉強したいです。 
・検査相談室は当院ではとても開設できないと思っていたが、この講習会を受けて、何ら

かの形で検査の説明が出来ると思った。 
・色々な話が聴けて演習もあったので実際に行うことの難しさを改めて感じました。 
・検査説明できる様になれば、色々な活動につながると思いました。 
・色々なカリキュラムが組まれていて、とても有意義でした。 
・患者さんの心理や接遇は臨床検査技師は苦手とする分野かもしれませんが今後は必須と

なると思います。 
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・他の技師の受講も勧めたいです。 
・良い体験が出来ました。次回、次々回と他のものが参加出来るように機会があればよい

と思う。 
・楽しく受講できました。ありがとうございました。 
・内容が充実しているので短期集中でやるよりは複数回のシリーズでやってもよいかなと

思った。 
・大変ためになりました。ありがとうございました。 
・どの講義も内容が理解しやすく大変勉強になりました。 
・初めて知ることも多く患者さんの気持ち（患者心理）を知る機会にもなりました。今後

もぜひ続けて頂きたいと思います。 
・検査データを患者さんに実際に説明するに当たり、理解されやすい言葉遣い、診断名に

ついて触れるなど注意点が様々あることが学べました。今回この講習会に参加出来て大

変良かったと感じています。 
・検査説明・相談の出来る検査技師を目指して日々頑張っていきたいと思います。 
・普段関われてないところなので、改めて勉強しないといけないと思った。 
・充実した講習でした。 
・大変勉強になりました。 
・内容がとても充実していてよかった。受講料は妥当より安かったと思うぐらい。 
・患者によりけりで自分がどんどん説明するべきか患者の話を聞くべきか判断が必要他度

思った。 
・呉共済病院の講義は具体的でとてもよかった。 
・ロールプレイは実際に見て“よいところ”は取り入れていきたいし役に立った。 
・全体的に参加型で身につく講習会だった。 
・充実した内容で今までにない研修会だった。レベルの高さを実感し、自分の不勉強、未

熟さを感じた。レベルアップを目指すやる気にもなった。ロールプレイはとてもよかっ

た。 
・大変有意義でした。ロールプレイで発表された方々は皆様とても素晴らしかったです。

自分の未熟さを痛感しました。スタッフの皆様、大変お世話になりました。 
・まる 2 日間大変内容も濃く、満足した。 
・Ｒ－ＣＰＣの症例数が多いと助かります。 
・患者心理、瀬痛などのとても貴重な講義が聴けて良かった。検査説明がメインだと思っ

ていたので、とても良かったです。なるほどなと思うことが多く、明日からの業務に少

しずつ取り入れていきたいと思います。現在の病院で検査説明をすることになれば今日

の経験が多く役に立つと思います。 
・10 年後の病院の在り方が変わっているように、臨床検査技師の在り方も確実に変わって

いると思います。進むべき方向が見えたような気がします。ありがとうございました。 
・ロールプレイで、もっと対応に困るような患者さんに対しての実践例をしてほしかった。 
・検査説明模擬演習は参考になりました。実際、患者さんを前にした時、自分がどこまで

できるか、やはり不安です。 
・最初はグループ体験などで不安でしたが、講習は思いがけず楽しくてとても有意義な時

間を過ごすことが出来ました。ありがとうございました。 
・様々な施設の方の説明方法や講師の先生方から、とても参考になる情報を聞くことが出

来てとても参考になった。 
・受講前はハードルが高そうに思えていたが、何とかできそうと思えるようになりました。 
・ビデオ講義でない方がいいと思います。宮島会長の生の講義が聴けて大変良かったです。 
・全体を通して非常に有意義な内容であった。 
 
 



【検査説明のための課題は?】 
・医者とのコミュニケーション 
・病院の理解（場所・人的配置） 
・技師の幅広い知識 
・病態について理解を深めること（次に必要なのは検査・治療の可否） 
・日常業務ではデータから疾患を推測することをやっているが患者への説明となると考え

られる疾病等を口にせず、どのようにうまく伝えるか練習が必要だと感じた。 
・CKD 患者への検査説明を求められています。より病態等についての知識も必要だし、医

師とのコミュニケーション他職種との連携が必要。また、今まで患者と接してきていな

いのでコミュニケーション力等のアップも必要。 
・説明・相談役のスキルアップ・教育 
・現在の職場が精神科という事もあり検査について質問される事がよくあるのですが事実

をそのまま伝えてよい方ばかりではありません。検査内容や言葉遣いなど医師とより良

い関係をもち相談をして今回の研修を生かしたいと思います。 
・検査部内での意識改革が必要になると思います。また、知識をたくさん得ることと、コ

ミュニケーション能力もつけなければと思います。 
・患者データの解釈、病態の把握や患者さんに解りやすく説明するための話術の向上 
・一応のマニュアルがあると会話がスムーズになると思われました。検査内容については

体験してみないと、どんな事を話したらいいかわからないなと思いました。 
・やはり検査技師の出来る範囲が不明なので、そのあたりのクライテリアを自分なりに持

ちたい。 
・不妊治療でのホルモン説明、感染症説明が主になるので周期的なホルモンの変化、検査

の意義を自分のものとしたいです。 
・マニュアルの作成。 
・説明者の力量評価基準。 
・自分の知識を深めること。 
・相手の心理状態を考えたうえで上手にコミュニケーションがとれるように話せるポイン

トを勉強する。 
・精神状態の治療が一番なので治療の邪魔にならないように話が出来るか（コミュニケー

ションが取れるか）。 
・病識のない人が多い中で説明を受け入れてくれるか? 
・患者さんに解りやすい言葉で説明出来る様に検査の事を熟知する必要がある。 
・検査の知識を深めること。 
・患者さんにあった対応を心掛ける。 
・病気・病態・その他医療分野の知識が必要と感じました。 
・先生方の診療の妨げにならないようにマニュアル化というものもある程度必要だと感じ

ました。 
・技師としての技量、施設の体制として取り組み方、技師自身の意識のあり方。 
・（専門用語を使わない説明・病気其々の一般的教養の確保・患者に寄り添う気持ち）これ

から経験を積んでいきます。 
・医師や病院上層部の考えがよくわからない。 
・検査科の中にも仕事が増えるとか、どこまで説明したらよいのか不安という声がある。 
・患者さんとのコミュニケーションのとりかた。検査項目の知識。先生との連携。 
・人員・人材の確保。施設への働きかけ。保険点数がないこと。 
・臨床側の理解。検査説明室の確保。患者さんへのＰＲ。 
・経験が必要。 
・医師との連絡が問題と思われます。あと保健師とのすみわけが難しいです。 



・職場内でのシステムの構築。臨床医、他スタッフの理解を得ること。 
・心配りの出来る接遇。 
・個々の検査データの意味するところをもっと勉強したい。 
・小病院なので臨床検査技師のマンパワーがもっと必要かなと思いました。現状況でどこ

までできるかわかりませんが実現できるよう考えて頑張っていきたいと思いました。 
・病気について自己研鑚が、まだまだ必要。自分の担当以外の検査についても学習が必要。

先が長い。 
・人員増、人材育成、場所（部屋）、医局の合意、管理部の合意。 
・スタッフのスキルアップ（技術及び教養）。接遇教育。人材確保。 
・院内コンセンサス。ハード面。マンパワー。スキルアップ。 
・知識（幅広い）。個々の患者に応じた臨機応変度。 
・臨床の理解。人材教育。トラブルがあった時の保証が心配…。 
・検査全般を知ること。病態のことも知り、つなげて考えるようになること。 
・すべての技師がやってみようと意欲を持つこと。技師の立場を強くする。 
・いきなり検査説明しますでは受け入れられないと思うので、検査結果説明用紙等を作成

したり、輸血後感染症の検査説明等から積み重ねていくしかないと思います。 
・心理学、病気の事など、もっと勉強しないといけないなと思った。 
・当たり前のことですが、知識をもっとつけなくてはと思いました。 
・自分の知識不足と他スタッフの意識改革（検査技師や医師など）。 
・まだ疾患についてなど勉強不足な点があること。検査室だけでなく医療スタッフ全体で

取り組む体制を作ること。 
・検査説明・相談のためのスキルを身につけること。知識を深めること（知識不足を痛感

しました）。 
・院内のコンセンサス。検査部スタッフの認識の統一。資料準備。 



                               平成 26 年 11 月吉日 

一般社団法人岡山県臨床検査技師会 

     会長 岡本 由美 様 

                                         シスメックス株式会社 

岡山営業所 所長 立川 修 

 

 

第１回岡山シスメックス肝炎セミナーへの後援のお願い 

 

 晩秋の候、貴技師会様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

 さて、このたび弊社では岡山県にて第二回岡山シスメックス肝炎セミナーを1 月 10 日（土）に下記

のとおり開催することになりました。 

 つきましては、本セミナーへの御理解と御賛同をいただき、貴技師会の御後援を頂きたくお願い

申し上げます。 

 

記 

 

１ 主 催   シスメックス株式会社 

 

２ 事業名 第二回岡山シスメックス肝炎セミナー 

 

３  日 時 平成２７年１月１０日（土）  １３：００～１５：１０ 

 

４  会 場 ホテルグランヴィア岡山 ４階 フェニックス 

            〒700-0904 岡山市北区駅元町１番５ 

TEL（086）234-7000 

 

５  参加費 無料 

 

 

 

以上 
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 4 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

25 2,000

最終参加人数① （うち実務委員

　

500受 講 料 ①：80  名

提案者：

2014/11/18

渡辺　修久　（岡本　年生）

機器レンタル料金は日本光電負担

【運営費等詳細】

肩　書　き

備　　考

肩　書　き

所　　属 川崎医科大学附属病院

備　　考

11,137

10,000

 名

岡本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

雑 収 入

90,000

0

◎講演会等 企画予算書

理事

参 加 協 賛 収 入

企 画 分 野
生理機能部門

共 催

参 加 費

【収入の部】 予算額

司 会

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

決算額 差異

30,000

20

渡辺

差異

日本光電中四国株式会社

最終参加人数②

38,979

河口

決算額

330875

20

専門

平成26年11月29日 (土)

岡山大学病院

【雑費他詳細】

氏　　名

 TEL：川崎医科大学附属病院　11階東　臨床教育研修センター

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

実務委員2名
水代、講師(県内技師)交通費（1500円）
実技講習被験者（3000円×3名）
会場謝礼（3000円）

備　　考

所　　属

334367

川崎医科大学附属病院中央検査部岡本　年生

086-464-1152

三鍋　博史

会員番号

備　　考

理事

(会員№)

受 講 料 ②：

公益財団法人　大原記念倉敷中央医療機構　倉敷中央病院

会員番号

肩　書　き

氏　　名 水川　周子 334657

所　　属

主任技師

神経生理

企  画
決算時（社）岡山県臨床検査技師会長　様

90,000

0

15,500

2,110

--      

0

2,000

13,500

雑 費

運 営 費

11,137

10,000

11,137

会長副会長担当部長

生涯教育点数 ②：

90,000

10,000

10,000

会員番号氏　　名 淺野　晶夫

会長副会長会計担当部長

講 師 謝 金 ①

10,000

10,000

14時00分 17時00分

協賛④：

 

日 時
～

～

生涯教育点数
募集人員 ②：

専門

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

テ ー マ ・ 内 容
しびれの臨床と生理検査
―末梢神経伝導検査と体性感覚誘発電位を中心に―

予算額【支出の部】 備考・摘要

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

協賛①：

協賛②：

協賛③：

334703

　

備考・摘要

川崎医科大学神経内科学5,000

35,000

所　　属

黒川　勝巳

准教授

氏　　名

会員番号

 【講師詳細】

肩　書　き

学術
'14/ 11/ 26
高津

会計 
'14/11/26 
植本 
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 2 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

協賛①：

協賛②：

協賛③：

協賛④：

差異

肩　書　き

岡山大学病院所　　属

肩　書　き

氏　　名

所　　属

藤田　勝

主任臨床検査技師

会員番号 111008

備　　考

備考・摘要  【講師詳細】

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

11,137

生涯教育点数
募集人員 ②：

専門

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

(会員№)

予算額【支出の部】

0

講 師 謝 金 ①

10,000

11,137

0

決算額

10,000

0

10,000

岡山済生会総合病院

平成27年1月18日 (日)

差異

氏　　名

 TEL：岡山大学医学部保健学科棟３０１講義室

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

備考・摘要予算額

30,000

受 講 料 ②：

9時00分

所　　属

【参加者数詳細・協賛内容】

会長副会長会計担当部長理事会長副会長担当部長

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

会 場 費

雑 費

運 営 費

実務委員2名、講師交通費

講師水代

備　　考

4,000

3,400

200

【運営費等詳細】

技師長補佐

川崎医科大学附属病院

肩　書　き

会員番号氏　　名

会員番号

備　　考

最終参加人数①

30,000

0 --      

3,600

126

藤田　勝

河口

決算額

335081

20

10,000

山本　弘基 臨床検査技師

（うち実務委員最終参加人数②

理事

参 加 協 賛 収 入

企 画 分 野
形態検査部門

（社）岡山県臨床検査技師会長　様

共 催

参 加 費

【収入の部】

テ ー マ ・ 内 容 シリーズ・困った病理２「HE染色がキマらない」

12時00分
日 時

生涯教育点数 ②：

司 会

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

岡本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

（うち実務委員

企  画
決算時

雑 収 入

30,000

0

◎講演会等 企画予算書

会員番号

2014/11/05

～

～

提案者：

500受 講 料 ①：60  名

藤田

 名

小林　博久

【雑費他詳細】

330694

氏　　名

肩　書　き

所　　属

備　　考

学術
'14/ 11/ 07
高津
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 2 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

最終参加人数① （うち実務委員

金田病院

500受 講 料 ①：70  名

提案者：

2014/09/15

見村　典子

【運営費等詳細】

肩　書　き

備　　考

肩　書　き

所　　属

備　　考

22,274

20,000

 名

岡本

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

雑 収 入

35,000

0

◎講演会等 企画予算書

理事

参 加 協 賛 収 入

企 画 分 野
形態検査部門

共 催

参 加 費

【収入の部】 予算額

司 会

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

決算額 差異

5,000

見村

差異

最終参加人数②

5,568

河口

決算額

330853

20

平成27年1月31日 (土)

技師長

川崎医科大学附属病院

【雑費他詳細】

氏　　名

 TEL：川崎医科大学　現代医学教育博物館　

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

実務委員・演者４名
会場謝礼
講師水代

備　　考

所　　属

川崎医科大学附属病院宮本　一代

大倉　貢

会員番号

備　　考

理事

(会員№)

受 講 料 ②：

会員番号

肩　書　き

氏　　名

所　　属

臨床血液部門

企  画
決算時（社）岡山県臨床検査技師会長　様

35,000

0

6,000

1,158

--      

6,000

雑 費

運 営 費

会長副会長担当部長

生涯教育点数 ②：

35,000

会員番号氏　　名

会長副会長会計担当部長

講 師 謝 金 ①

20,000

14時30分 16時45分

協賛④：

334309

日 時
～

～

生涯教育点数
募集人員 ②：

専門

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

テ ー マ ・ 内 容 骨髄検査入門～基礎からちょっとしたコツまで～

予算額【支出の部】 備考・摘要

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

協賛①：

協賛②：

協賛③：

330335

見村　典子

備考・摘要

岡山大学病院

5,000

所　　属

榊原　佳奈枝

氏　　名

会員番号 335007

 【講師詳細】

肩　書　き

学術
'14/ 11/ 26
高津

会計 
'14/11/26 
植本 
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岡山県臨床検査技師会 臨床血液部門講演会    

骨髄検査入門 
～基礎からちょっとしたコツまで～ 

 
多彩な造血器疾患や悪性腫瘍の骨髄浸潤の有無について、骨髄検
査は必要不可欠な検査です。しかし何をどのように鏡検・臨床へ報告
すればよいか、悩んでいる方も多いのではないでしょうか。今回は検
査の進め方や報告方法、現場でのちょっとしたコツなどご教示してい
ただきます。 

日時 
2015 年 1 月 31 日（土） 
14 時 30 分～16 時 45 分 

場所 
川崎医科大学 現代医学教育博物館 
 
演題 
1.骨髄標本の作製 
岡山大学病院 榊原 佳奈枝 先生 
 
2.骨髄標本の見方と関連知識 
川崎医科大学付属病院 大倉 貢先生 
 
主催 
（一社）岡山県臨床検査技師会 

  
駐車場について 
駐車場は外来駐車場をご利用 
ください。1 時間 100 円 

参加費 
正会員 500 円 
賛助会員・関係関連団体会員 

500 円         
学生(臨床検査技師養成関連学校) 

無料 
非会員 3,000 円 
 

生涯教育点数 
専門-20 点 

連絡責任者 
見村 典子（金田病院） 
TEL 0867-52-1191（代） 
FAX 0867-52-3250 
E-mail 
KENSA_KH@yahoo.co.jp 
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 1 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

協賛④：

0 0

氏　　名

広島支店　プロダクト営業課

会員番号

 【講師詳細】

所　　属0 0

0 肩　書　き0

シスメックス株式会社

梶原　宣子

協賛②：

協賛③：

講師謝金支払額④

会員番号

備　　考

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講 師 謝 金 ①

0

0

0

岡本

500

河口

決算額

予算額

19時00分

0

備考・摘要

500

0

所　　属

所　　属

備　　考

会長副会長会計担当部長

河口

0867-52-1191

植本

氏　　名

0

会 場 費

会長副会長担当部長

生涯教育点数 ②：

20,000

会員番号

募集人員 ②：

～

～

雑 費

運 営 費 1,000

19,000

1,0001,000

19,500

0

専門生涯教育点数 ①：

19,000

0

0

20,000

0

1,000

19,000

--      

1,000

技師長

企  画
決算時（社）岡山県臨床検査技師会長　様 見村

理事

(会員№)

金田病院　中央検査科見村　典子

最終参加人数② 0

0

協賛①：

差異

シスメックス株式会社

0

金田病院　南棟４階　研修ホール

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

備考・摘要

【雑費他詳細】

氏　　名

実務委員2名（受付・司会）

備　　考

会員番号

肩　書　き

氏　　名

 名

提案者：

受 講 料 ②：

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

20時30分

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

岡本

企 画 分 野
真庭地区講演会

共 催

参 加 費

【収入の部】

日 時

生涯教育点数

会 場

0

決算額 差異

0

参 加 協 賛 収 入

予算額

20,500

【支出の部】

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

20,500

雑 収 入

20,000

テ ー マ ・ 内 容

司 会 334309

◎講演会等 企画決算書

見村

理事

募集人員 ①：20

平成26年10月31日 (金)

モニタリングの指標となる凝固検査

0

【運営費等詳細】

肩　書　き

備　　考

肩　書　き

所　　属

見村　典子

500受 講 料 ①：40  名

 TEL：

2014/11/052014/07/07

最終参加人数① 41 （うち実務委員 2

学術
'14/ 07/ 31
高津

学術
'14/ 11/ 26
高津
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（ ）

①

②

- 円

- 円

●収支予算案

人 2 人）

人 人）

（予算 なし 社） -- 社）

① 円 円

② 円 円

③ 円 円

収 入 小 計 ④ 円 円

※講師 1 名

講 師 料 ①

旅 費 ①

講 師支 払額 ①

①

講 師 料 ②

旅 費 ②

講 師支 払額 ②

②

講 師 料 ③

旅 費 ③

講 師支 払額 ③

③

講 師 料 ④

旅 費 ④

講 師支 払額 ④

④

支 出 小 計

収 支 差 額

講演会等企画

副会長担当部長

講 師 謝 金

備考・摘要

会長

主任

講 師 謝 金

差異

通 信 費

旅 費 日 当

提出日： 2014/08/26

0

講 師 謝 金

会 場 費

雑 費

運 営 費

消 耗 品 ･ 雑 費

講 師 謝 金

理事(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

企 画 分 野

46

最 終 参 加 ②

「検査説明・相談」が出来る検査技師の挑戦！

提案者：

最 終 参 加 ①備考・摘要

櫻井博重

（社）岡山県臨床検査技師会長　様 河口

参 加 費

【収入の部】 予算額 決算額

20

8,000

（決算

所　　属

会長副会長会計担当部長

雑 収 入

30,000 22,000

共 催

氏　　名

一般財団法人操風会　岡山旭東病院

（予算時講師人数）

会員番号 33-0673

会員番号

備　　考

一般社団法人岡山県臨床検査技師会常務理事

所　　属

臨床検査課　課長

 【講師詳細】

肩　書　き

会員番号

備　　考

藤岡克徳

30,000

0

0

3,10626,894

▲ 4,894

20,000

（うち実務委員

2,726

5,000 4,620

5,000

20,000

30,000

決算額

22,000

【支出の部】

3804,620

8,000

0

0

予算額

0

差異

20,000

22,274

0

20,000

0

22,274

（うち実務委員

【協賛詳細】

平成26年11月20日 (木)

予算書

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。 長瀬　由紀子

県北講演会

テ ー マ ・ 内 容

長瀬

決算書

長瀬岡本
企  画
決算時

◎

理事

岡本

2014/11/22

河口

提出日：

植本

 TEL：

氏　　名

参 加 協 賛 収 入 000

【運営費等詳細】

【雑費他詳細】

実務委員2名
講師旅費2800円

所　　属

（会員交通費は「様式07 出張報告書」を提出）0

2,726

380

備　　考

肩　書　き

氏　　名 会員番号

氏　　名

所　　属

備　　考

肩　書　き

肩　書　き

60

 名

(氏  名)

専門 募集人員 ①：

募集人員 ②：

(会員№)

33-0994

生涯教育点数 ②：

(施　　設　　名)

受 講 料 ②：

19時00分

生涯教育点数 ①： 500受 講 料 ①： 名

津山中央病院医療研修センター2階研修室1

～

～

司 会

生 涯 教 育 点 数

会 場

日 時

【参加者数詳細】

中島病院

(役職名)

20時30分

学術
'14/ 09/ 01
高津

学術
'14/ 11/ 26
高津

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
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第 64 回日本医学検査学会 座長候補者 

担当分野 氏 名 所 属 

一般検査部門 天野 真依子 倉敷成人病センター 

臨床化学部門 古川 聡子 川崎医科大学附属病院 

生理検査部門 友國 淳子 倉敷中央病院 

病理・細胞検査部門 梶谷 博則 岡村一心堂病院 

 

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 2 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

0

最終参加人数① 105 （うち実務委員 24

2014/11/282014/07/25

小林　尚子

0受 講 料 ①：300  名

 TEL：

レディア、レディオモ

実務委員4名

【運営費等詳細】

肩　書　き

備　　考

肩　書　き

所　　属

60,000 0

0

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

0

雑 収 入

0

0

◎講演会等 企画決算書

理事

参 加 協 賛 収 入

予算額

060,000

60,000

決算額

企 画 分 野
健康講演会

共 催

参 加 費

【収入の部】

日 時

司 会

提案者：

0

決算額 差異

(会員№)

受 講 料 ②：

0

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

【雑費他詳細】

氏　　名

差異

0

＊１：レディア172,800円、レディオモモ54,000円
チラシ（カラー）32.75円×1,000部＝32,750円
配布資料（白黒）10円×7P×300部＝21,000円

備　　考66,822

未定

備考・摘要

0 最終参加人数②

氏　　名

岡山コンベンションセンター　２階レセプションホール

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

20  名

66,822 66,822

60,000

黒川
企  画
決算時（社）岡山県臨床検査技師会長　様

理事

300

118,238

--      

700,406

植本

会員番号

肩　書　き

23,628

15,160

▲ 26,800

96,250

290,390

200,000

150,000

▲ 700,406

10,000

84,610

818,644

▲ 818,644

375,000

10,000

276,372

9,840

226,800

53,750

300,000

25,000

雑 費

運 営 費

協賛①：

会長副会長担当部長

生涯教育点数 ②：

0

会員番号氏　　名

所　　属

所　　属

今井　勉

備　　考

会長副会長会計担当部長

岡本

16時00分

講 師 謝 金 ①

60,000 0

0

13時00分

0

66,822

～

～

平成26年11月15日 (土)

生涯教育点数
募集人員 ②：

基礎

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

基礎

20

テ ー マ ・ 内 容 健康づくり講演会

予算額【支出の部】 備考・摘要

0

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

印刷費ほか（事務所

会員番号

備　　考

0

0

0

60,000

所　　属

60,000 肩　書　き

滝川　雅之

協賛②：

協賛③：

協賛④：

60,000

氏　　名

診療部長

会員番号

 【講師詳細】

医療法人緑風会　ハロー歯科

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
テキストボックス
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予算書提出： 決算書提出：

（ ）

- 円

- 円

●収支予算案 （協賛 0 社）

人 人）

人 人）

円

円

円

収 入 小 計 円

（講師 1 名）

講 師 料 ①

旅 費 日 当 ①

講 師 料 ②

旅 費 日 当 ②

講 師 料 ③

旅 費 日 当 ③

講 師 料 ④

旅 費 日 当 ④

旅 費 日 当

通 信 費

消 耗 品 ･ 雑 費

支 出 小 計

収 支 差 額

最終参加人数① 120 （うち実務委員 20

2014/11/282014/07/25

小林　尚子

受 講 料 ①：300  名

 TEL：

実務委員20名

【運営費等詳細】

肩　書　き

備　　考

肩　書　き

所　　属

(様式11 企画予算書・派遣・決算書)

企  画
予算時

0

雑 収 入

0

0

◎講演会等 企画決算書

理事

参 加 協 賛 収 入

予算額

050,000

決算額

企 画 分 野
その他

共 催

参 加 費

【収入の部】

日 時

司 会

提案者：

0

決算額 差異

(会員№)

受 講 料 ②：

0

【参加者数詳細・協賛内容】

（うち実務委員

講演会等を下記のとおり企画し、提案および報告をいたします。

【雑費他詳細】

氏　　名

差異

0

機器リース：骨密度計2台、血管脈波計2台、
（肺機能計2台はデモ機扱いにつき無料）
21,600円（税込み）×4台＝86,400円
結果・説明用紙（カラー）32.75円×4ｐ×300部＝
37,650円

備　　考57,912

備考・摘要

0 最終参加人数②

氏　　名

岡山コンベンションセンター　２階レセプションホール前ロビー

(施　　設　　名)(氏  名) (役職名)

 名

黒川

臨床検査展・無料検査

企  画
決算時（社）岡山県臨床検査技師会長　様

理事

108,910

--      

229,002

植本

会員番号

肩　書　き

2,960

75,950

171,090

200,000

▲ 229,002

30,000

78,910

337,912

▲ 337,912

250,000

30,000

47,040

124,050

50,000

雑 費

運 営 費

協賛①：

会長副会長担当部長

生涯教育点数 ②：

0

会員番号氏　　名

所　　属

所　　属

備　　考

会長副会長会計担当部長

岡本

16時00分

講 師 謝 金 ① 0

11時00分

0

57,912

～

～

平成26年11月15日 (土)

生涯教育点数
募集人員 ②：

会 場

生涯教育点数 ①： 募集人員 ①：

テ ー マ ・ 内 容 臨床検査展・無料検査

予算額【支出の部】 備考・摘要

0

会 場 費

講師謝金支払額③

講 師 謝 金 ③

講師謝金支払額①

講 師 謝 金 ②

講師謝金支払額②

講 師 謝 金 ④

講師謝金支払額④

機器リース、印刷（事

会員番号

備　　考

0

0

2,000

52,000

所　　属2,000 0

52,000 肩　書　き

片岡　健

協賛②：

協賛③：

協賛④：

50,000

氏　　名

准教授

会員番号

 【講師詳細】

岡山理科大学　理学部　臨床生命学科

Fujioka
長方形

藤岡　克徳
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年 月 日 曜 活　　動（行事）・開催地・内　　容（概要）

4 木 ●理事会・・・技師会事務所

●総務担当会議・・・松田病院

●学術担当会議・・・技師会事務所

●渉外担当会議・・・済生会吉備病院

●理事会・・・岡山済生会総合病院

●新年互礼会・・・岡山全日空ホテル

5 木 ●理事会・・・技師会事務所

●総務担当会議・・・技師会事務所

●学術担当会議・・・技師会事務所

●渉外担当会議・・・済生会吉備病院

1 日 ●平成26年度第2回定期総会・・・川崎医療短期大学

5 木 ●理事会・・・技師会事務所

2 木 ●常務理事会・・・技師会事務所

●総務担当会議・・・技師会事務所

●学術担当会議・・・技師会事務所

●渉外担当会議・・・済生会吉備病院

◆形態部門講習会「シリーズ困った病理2「HE染色がキマらない」」

　　　会場：岡山大学医学部保健学科301講義室

◆平成26年度糖尿病療養指導講演会「糖尿病合併症にどう向き合うか?」

　　　会場：川崎医科大学　現代医学教育博物館

◆血液部門講演会「骨髄検査入門～基礎からチョットしたコツまで～」

　　　会場：川崎医科大学　現代医学教育博物館

◆OT３「チーム医療から始まる医療安全　～ちーむ医療って何がえ～ん？～」

　　　会場：岡山オルガホール

◆第45回岡山医学検査学会「目指せ！花咲ける老後～治すから癒しへ　そして看取るということ～」

　　　会場：川崎医療短期大学

◆津山・美作地区講演会「検査技師が身に着けておきたい接遇」

　　　会場：津山中央病院　研修センター2階講義室

土

31

日

木

24 金

27

1

18

7

日

土

19

12

3

4

3

16 木

講
習
会
等 2

26

4

（平成26年12月　理事会）

岡臨技３カ月間予定表
◇開催日：　12月４日　　　◇開催地：岡臨技事務所（岡山市）

◇期　間：平成26年12月1日～平成27年４月30日

会
議
等

26

2

1

12

10

18 木

木

1

27

Fujioka
長方形
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6 土 日臨技中四国支部連絡会議

23 金 日臨技賀詞交歓会

24 土 日臨技幹事連絡会議

28 土 日臨技理事会

12

12

3

4

1

日
臨
技

同
好
会
等

1

2

26

2

27

27

26

3

4
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